
　日本一海女さんが
多いまち鳥羽は、昔
より美味しい海の食
材が豊富で、全国各
地からの観光客を魅
了してきました。
　観光地鳥羽は、豊かな漁業によっ
て造られ、守られてきたと言っても
過言ではありません。漁業と観光は、
今日まで密接な関係を持ちながらお
互い栄えてきました。
　今後一層、漁業と観光、二大産業
の連携により活気溢れる漁村風景を
再現し、鳥羽らしい、鳥羽だけの唯
一無二のまちを実現し、来る国際化、
高度化する観光需要にも対応できる
まちでありたいと考えます。

　鳥羽市は多種多
様の魚が季節ごと
に水揚げされ、全
国のどこにも負け
ない旬の美味しさ
を堪能できる地域
です。そして多くの観光客が訪れる
全国を代表する観光地でもありま
す。このような特徴のある地域にお
いて漁業と観光業が連携を図り、水
産物を地元で消費・提供することに
より食の魅力を伝え、鳥羽市が元気
になればと思っています。今後、漁
業者はもちろんのこと、観光業者、
鳥羽市、関係団体のみなさんのご理
解・ご協力をお願い申し上げます。

　本市の漁業と観光
の連携事業は、全国
的にも大変めずらし
い取り組みであると
言われています。
　多くの観光客の
かたがたが美味しい海の幸を求めて
鳥羽を訪れており、それは鳥羽観光
の魅力のひとつとなっています。
　食の魅力づくりという観点だけで
はなく、海の環境・資源保護や後継
者育成にも取り組んでいきます。
　海の資源を守り育て、美味しい水
産物を食べていただくことで、多く
のお客さまを幸せにできる観光地鳥
羽として、市全体で取り組みたいと
考えています。

木田久主一 鳥羽市長 永富洋一 漁協組合長 吉川勝也 観光協会長

鳥羽の海の恵み
を伝える。

< 情報発信 >

鳥羽の“海の幸”
を食べる。

< 地産地消 >

鳥羽の“海”を
体験する。

< 鳥羽うみ体験 >

「鳥羽うみ」の“文化”
と“恵み”を生かし、

育てる。
< 鳥羽うみ育成 >

鳥羽の漁業が再
び元気になる。
< 漁業活性 >

1. 2. 3. 4. 5.

漁観連携

行　政

漁　業
両者が議論を重ねて
相互理解を深める 情報共有・共通認識

市内外に周知し、
「鳥羽」のブランド化を図る

観光課
農水商工課

観　光

・漁獲量の減少
・魚価の低迷
・燃料費の高騰
・高齢化

・収入の減少
・漁業の縮小
・伝統的漁法の衰退
・後継者不足

現　状現　状

課　題課　題

データヒアリング
（漁協各支所）
データヒアリング
（漁協各支所）

観　光
・観光客の減少
・施設の老朽化
・旅館の廃業・減少

・収入の減少
・観光客のニーズに対応できず
・漁業を観光に活かせず
・後継者不足

現　状現　状

課　題課　題

データヒアリング
（各事業所）
データヒアリング
（各事業所）

支　援 支　援

etc…

etc…

etc…

etc…

漁観連携の主な戦略は以下の５つです。
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鳥羽市観光協会　  25 ３０１９

よくわかる、

漁観連携の取り組み
ぎ ょ  か ん  れ ん  け い

　鳥羽市・漁業・観光の連携促進事業（漁観連携）とは、鳥羽の基幹産業である漁業と観光業が連
携を図り、漁業者と観光業者が抱える課題を出し合い、課題解決に向けた取り組みを実施することで、
漁業と観光、ひいては鳥羽が元気になることを目的としています。

鳥羽磯部漁業協同組合　  25 ２３５８
観光課　  25 １１５５



漁観連携盛りだくさんの取り組み
　平成 26 年度には、漁業と観光の連携の可能性を検討するため、鳥羽磯
部漁業協同組合の各支所において、漁業の現状と課題を把握するためのヒア
リングを実施しました。
　漁業と観光が連携していくことについて、広く周知するために、漁業、観
光業、行政の三者による対談が行われました。この三者が連携することは極
めて珍しく、全国から問い合せや視察が相次いでいます。

　近年、海女さんの人数は減
少の一途をたどっています。
そこで、海女さんを応援する
事業を立ち上げ、「海女さん応
援基金付き宿泊プラン」を造
成しました。
　海女さんを応援する宿泊プ
ランの一部を基金として積立
て、漁業振興などに活用する取り組みです。平成
27 年度は、638 人の観光客のみなさんに賛同し
ていただき、約 10 万円の基金を積み立てました。

この基金を用いて、平成 27 年
12 月 14 日、アワビの稚貝放
流を行いました。
　この取り組みは多くのメディ
アで取り上げられました。

　「地域おこし協力隊」として、都市部から海女さん見習い
の募集を行いました。多数の応募をいただき、２人を採用
し、１年間精力的に活動して頂きま
した。多数のイベントやテレビ出演
も行うなど、メディアに多く露出し
たこともあり、ご存知のかたもたく
さんいるのではないでしょうか。

< 地域おこし協力隊の取り組み実績 >
・海女後継者としての活動（海女見習い）
・新人海女の美食フェアの開催（三重テラス）
・海女サミット「新しい海女の時代に向かって」への参加（答志島）
・鳥羽市移住・定住プロモーション動画への出演
・ JOIN 移住交流地域おこしフェアへの参加（東京ビックサイト）
・ 日韓若者海女文化交流事業への若手海女として参加

　漁観連携の取り組み
を PR し、三重県内で
の更なる理解と協力を
得るため、平成 27 年
４月 22 日、県庁にて
鈴木英敬知事を訪問
し、意見交換を行いま
した。また、漁観連携の取り組みを PR し、県外で
の認知度の向上に向けて、水産庁や観光庁などを
訪問し、意見交換を行いました。

　他にも、平成 27 年度には次のような
取り組みを積極的に行ってきました。
●域内調達率調査業務事業
●「鳥羽の魚」ブランド化事業
●朝食プロジェクト推進事業
●漁業体験プログラム造成事業
●体験プログラムワンストップ
　窓口構築事業
●鳥羽ブランドプロモーション事業
●鳥羽 HOSU プロジェクト推進事業
●海女サミット開催
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